動物の睡眠と暮らし
2006年度の教育出版発行中学1年生の教科書を参考にしています。

著作権者の許可がまだ得られていないため、本文の掲載は差し控えさせていただきます。

問1　p24の5行目「動物の睡眠量」とありますが、動物の睡眠量は何によって決まりますか、ｐ24の中から13文字で書き抜きなさい。
問2　草食動物の睡眠時間が短いのはなぜですか。

問3　ｐ25の10行目「仕事」とありますが、ネズミの「仕事」として具体的にあげられているものを3つ答えなさい。
問4　ｐ25の16行目「ネズミは朝になると寝る」とありますが、その理由を2つ答えなさい。
問5　ｐ26の16行目「ライオンであるがゆえに安全を確保できる」とありますが、これはどういう意味ですか。

問6　ｐ28の2行目「20時間を眠って動かずに暮らすことが、ナマケモノの身の安全をもたらす」とありますが、その理由を答えなさい。

問7　ｐ29の7行目「それ」は何をさすか答えなさい。

問8　ｐ29の9行目「我々の体自体は、依然として昔のままで変わっていない」とありますが、我々は、本来どのような体を持っているのですか。
解答例

1　えさを食べるのに要する時間

2　食事に多大な時間がかかるから。

3　えさを探すこと。毛づくろいをすること。巣作りをすること。

4　明るい昼間に活動するのは捕食者の思うつぼとなり、危険だから。

　　えさ探しなど、必要不可欠なこと意外で動くのはエネルギーの無駄づかいだから。

5　ライオンは他の動物にねらわれることがないので、安全が保障されている。
6　木にぶら下がったまま動かずにいることが、敵の目をくらます手段だから。
7人間の睡眠と暮らし。
8　昼間に活動し、夜に7、8時間の睡眠をとってこそスムーズに働くような体。

